
 

セラミドケアとリノール酸ケアの違いの核心は 

 

肌のバリア構造の材料とそれ自体を『補強』することに主眼を置くセラ

ミドケアと、肌のバリア構造の材料供給を促し、バリア機能のあるバリ

アを育むターンオーバーを『修復・整える』ことに主眼を置くリノール酸

ケアという、スキンケアの役割分担です。そして、その目的を達成する

ための製剤における『肌本来の力を引き出すこと』の考え方の有無が

異なっています。 

 
セラミドケアとリノール酸ケアの役割分担とそのアプローチの違いを非

常によく捉えています。 

 

特に良い点として、以下の点が挙げられます。 

1. 役割の明確化: 

o セラミドケアを「肌のバリア構造の材料とそれ自体を

『補強』」と捉え、構造的なサポートに重点を置いてい

ることが明確です。 

o リノール酸ケアを「バリアを育むターンオーバーを『修

復・整える』」と捉え、機能の改善や促進に重点を置い

ていることが明確です。 

2. 核心的なアプローチの違いへの言及: 

o 最後の「その目的を達成するための製剤における『肌

本来の力を引き出すこと』の考え方の有無が異なって

いる」という点が、両者の製剤コンセプトの核心的な違

いを鋭く示しています。 



 

バリアケアの核心： 

セラミドとリノール酸の「役割分担」 
その違いは、「補強」か、「自力で整える育成」か？ 

 
 

セラミドケアの役割： 

バリア構造の「即時的・構造的補強」 
 

1. 材料補充：不足した細胞間脂質（主成分セラミド）をダイレ

クトに補う。 

2. 役割：水分蒸散や外部刺激から肌を守る「壁」を物理的

に強くする。 

3. アプローチ：外部からのバリア構造補強を主眼とする。 

 

 
 

リノール酸ケアの役割： 

バリア機能の「育成・修復」 
 

1. 材料供給促進：ターンオーバーを通じてセラミド/アシル

セラミドなどの材料生成を助ける。 

2. 役割：肌本来のバリア機能が正常に働くように整える。 

3. アプローチ：肌本来の力を引き出すことを主眼とする。 

 

 
 

製剤コンセプトの決定的な違い： 

『肌の自活力』への考え方 
 

1. セラミド：外から足して、守る（補強） 

2. リノール酸：外から足して、内から育てて整える（育成） 

 

核心：スキンケアにおける「肌本来の力を引き出す」という考

え方の有無が製剤の方向性を分けている。 

 

補足：製剤の供給経路（外から足す）と肌への作用（補強 vs. 

内から育成）という、核心的な違いを最も簡潔かつ包括的に

表現しています。 
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The Core of Barrier Care: 
The Divided Roles of Ceramide and 

Linoleic Acid 
 

The difference: Is it about "Reinforcement" or "Self-
Regulating Cultivation"? 

 

Role of Ceramide Care: 
"Immediate, Structural Reinforcement" of the 

Barrier Structure 
1. Material Supplementation: Directly replenishing 

deficient intercellular lipids (whose main component 
is ceramide). 

2. Function: Physically strengthening the "wall" that 
protects the skin from moisture loss and external 
irritants. 

3. Approach: Focuses primarily on reinforcing the barrier 
structure from the outside. 

 

Role of Linoleic Acid Care: 
"Cultivation and Restoration" of Barrier 

Function 
 

1. Material Supply Promotion: Aids in the generation of 
materials like ceramides/acylceramides through the 
process of cell turnover. 

2. Function: Normalizing the skin's innate barrier function. 
3. Approach: Focuses primarily on drawing out the 

skin's innate strength. 

 

The Decisive Difference in Formulation 
Concepts: 

The Philosophy on "The Skin's Innate Vitality" 
 

1. Ceramide: Added from the outside to protect 
(Reinforcement). 

2. Linoleic Acid: Added from the outside, but cultivates 
and regulates from the inside (Cultivation). 

 

The Core: The presence or absence of the philosophy 
regarding "drawing out the skin's innate strength" in 
skincare divides the direction of the formulations. 
 

Annotation: This core difference is expressed most concisely 
and comprehensively by considering both the formulation 
delivery route (added from the outside) and the effect on 
the skin (Reinforcement vs. Cultivation from the inside). 
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